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津奈木町

2016 年を振り返る Flash Back



新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
町
で

は
５
月
か
ら
御
船
町
へ
職
員
を
派
遣
し
、

復
興
に
向
け
て
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
１

日
で
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
大
き
な
出
来
事
が
昨
年
ご
ざ

い
ま
し
た
。
１
４
０
年
続
い
た
平
国
小
学

校
の
閉
校
、
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
３
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

自
分
の
水
曜
日
の
出
来
事
を
手
紙
に
書
い

て
送
る
と
、
知
ら
な
い
誰
か
に
手
紙
が
手

元
に
届
く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
国
か

ら
多
数
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
、
大
き
な
反

響
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
う
れ
し
い
出
来
事

に
は
２
月
の
西
回
り
自
動
車
道
津
奈
木
イ

ン
タ
ー
の
開
通
、
６
月
か
ら
光
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
利
用
開
始
、
９
月
に
は
平
国
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
設
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。　

　

本
町
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
、
日
本
全

国
の
地
方
が
直
面
し
て
い
る
問
題
で
も
あ

る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
で
す
。
こ
れ

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
引
き
続
き
人

口
減
少
対
策
の
た
め
の
施
策
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
働
く
場
の
創

出
や
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用
し
た
経

済
活
動
、
空
き
家
対
策
に
よ
る
住
環
境
の

整
備
を
行
う
こ
と
で
、
若
い
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
津
奈
木
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
で
、
以
前
は
水
俣

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
一

家
団
ら
ん
の
な
か
に
す
が
す
が
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

４
月
14
日
・
16
日
に
震
度
７
の
激
震
が
２

回
起
き
た
熊
本
地
震
の
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
益
城
町
を
は
じ
め
周
辺
地
域
で

は
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た

び
の
熊
本
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
深
く
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
も
不
自
由
な
生
活

No. １

　町の中央にそびえ立つ「重盤岩」は、
頂上から町を一望でき、その先には不
知火海（八代海）が見渡せ、その景色
は圧巻です。高さ 80mもある巨大な岩
山の頂には、現在の天皇陛下（平成天皇）
の誕生を祝って立てられた国旗が掲げ
られています。また、4 月～ 5 月には
こどもの日に合わせて鯉のぼりも掲げ
られます。
　頂上までは遊歩道が整備され、重盤
岩のすぐ近くに整備された展望広場に
はつなぎ美術館からモノレールで行く
ことができます。
　重盤岩と呼ばれるようになったのは
1974 年と比較的新しく、江戸時代には
「長半岩」と呼ばれていたそうです。
　戦前戦後は国旗が揚がらないことも
ありましたが、昭和 30 年以降は一日と
して掲げられなかったことはなく、そ
の故に町民だけではなく、車窓から仰
ぐ旅行者にも愛されています。
　また、重盤岩は「日本の奇岩百景」
に選定されました。これは、日本の奇
岩百景選定・編集委員会が選定するも
ので、全国で 94 か所目（九州で 10 か
所目、熊本県内で６か所目）の選定・
登録となりました。
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芦
北
管
内
が
通
勤
圏
だ
っ
た
の
が
八
代
市

ま
で
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本

町
に
生
活
基
盤
を
置
き
な
が
ら
通
勤
で
き
、

定
住
人
口
と
流
入
人
口
（
観
光
客
）
を
増

や
す
た
め
に
も
高
速
道
路
の
開
通
は
と
て

も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
拠
点
と
し
て
重
盤
岩
や
美
術
館
、

つ
な
ぎ
温
泉
四
季
彩
な
ど
を
中
心
に
「
津

奈
木
町
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
に
周
辺
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、本
町
に
足
り
な
い
も
の
は
、「
こ

れ
を
買
っ
て
い
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る
民

芸
品
や
魅
力
あ
る
食
べ
物
で
す
。
こ
れ
ら

を
開
発
で
き
れ
ば
町
の
経
済
効
果
に
結
び

つ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
「
多
く
の
人
が

訪
れ
て
く
れ
る
町
」「
後
世
に
残
せ
る
美
し

い
町
」「
誇
り
を
持
っ
て
住
め
る
町
」
の
３

つ
を
基
本
理
念
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
小
さ

い
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
地
域
で
の
助
け

合
い
、
協
力
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
し
た
町
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

重盤岩

津奈木町長　西　川　  裕西　川　  裕
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１
月

津
奈
木
町
全
域
で
異
例
の
積
雪

　

１
月
24
〜
25
日
に
か
け
て
町
内
全
域
で

記
録
的
な
大
雪
を
観
測
し
ま
し
た
。

２
月

平
国
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典
の
開
催　
　
　

　

21
日
、
平
国
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

津
奈
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通

　

27
日
、
津
奈
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

開
通
し
ま
し
た
。
開
通
時
は
国
道
３
号
沿

い
に
大
勢
の
人
が
並
び
、
手
や
旗
を
振
っ

て
ド
ラ
イ
バ
ー
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

３
月

赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

　

30
日
、
旧
赤
崎
小
学
校
で
赤
崎
水
曜
日

郵
便
局
の
閉
局
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３

年
間
送
ら
れ
た
手
紙
の
数
は
９
千
通
を
超

え
ま
し
た
。

４
月

熊
本
地
震
が
発
生

　

14
・
16
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
最
大

で
７
．
３
の
熊
本
地
震
が
発
生
。
本
町
で

は
５
月
か
ら
御
船
町
へ
職
員
を
派
遣
し
、

復
興
に
向
け
て
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

昨
年
の
主
な
出
来
事

2016 年を振り返る

Flash Back

６
月

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
開
通
・
つ
な
ぎ
チ
ャ

ン
ネ
ル
開
始

　

27
日
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
つ
な
ぎ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
始
を
記
念
し
て
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

８
月

真
夏
の
大
熱
戦
！
町
民
体
育
祭

　

13
・
14
日
に
第
70
回
町
民
体
育
祭
野
球

大
会
が
行
わ
れ
、
丸
岡
チ
ー
ム
が
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
15
日
の
第
51
回
町
民
体

育
祭
競
舟
大
会
で
は
日
添
チ
ー
ム
が
19
年

ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

９
月

平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設

　

16
日
に
平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
施
設
に

は
体
力
維
持
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
「
た
っ

し
ゃ
か
塾
」
を
併
設
し
て
お
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

10
月

郡
市
中
学
校
駅
伝
大
会
男
女
優
勝

　

20
日
に
行
わ
れ
た
郡
市
中
学
校
駅
伝
大

会
に
お
い
て
、
津
奈
木
中
学
校
が
男
女
共

に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
11
月
の
県
大

会
で
は
男
女
と
も
５
位
入
賞
と
健
闘
し
ま

し
た
。

１２
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まちのわだい　Topics of Town

はがきで感じる人とのつながり
「きずな年賀 2017」贈呈式

　12 月 20 日（火）、水俣郵便局と芦北部会から津
奈木小学校へ年賀はがきが贈呈されました。代表し
て小学５年生の永松優

ゆいな

奈さん（小津奈木）と中原か
んなさん（丸岡）が水俣郵便局の合志局長から贈呈
品を受け取りました。これは、子どもたちの手紙教
育に役立ててほしいと、協賛した企業や団体から寄
贈されたものです。同贈呈式は水俣市と芦北町でも
行われ、総数 11,600 枚の年賀状が贈られました。

児童たちへ年賀状が贈られました

イノシシから農作物を守る
津奈木町有害鳥獣対策研修会

　11 月 20 日（日）、つなぎ文化センターで農作物
へのイノシシなどによる被害を減らそうと有害鳥獣
対策研修会が行われました。鳥獣対策の第一人者で
ある井上雅

まさてる

央さんがイノシシなどの生態や対策など
について説明。その後、現場へ移動して電気柵など
の設置方法の説明がありました。井上さんは「被害
を減らすためには、地域一体となって対策を取るこ
とが大切」と話していました。

参加者は真剣に聞き入っていました

地元のお米を使って料理
自然栽培米を使った料理教室

　11 月 22 日（火）、農業就業改善センター調理室
で町が取り組む「安全・安心な食と農」確立事業の
一環として料理教室が行われ、約 20 人が参加しま
した。料理家の田町まさよさんを講師に「塩おむす
び」と奄美大島伝統の発酵飲料「ミキ」を作りまし
た。自然作物の良さや食べ物が体に与える影響、調
理のコツなどの話があり、参加者はメモを取りなが
ら楽しんで調理をしていました。

地元の無肥料・無農薬の米と普通米の味比べをしました

防災食を作って食べよう
男女共同参画親子料理教室

　11 月 27 日（日）、農業就業改善センターで男女
共同参画意識の向上を図るため親子料理教室が開催
され 22 人が参加しました。今回は「防災」をテー
マにかるた遊びや調理実習を行いました。調理実習
では食材を入れたポリ袋に湯せんで火を通す方法で
調理しており、災害時にライフラインが使えなくて
も簡単に作ることができます。参加者は「思ってい
たよりも簡単でおいしかった」と話していました。

グループで楽しんで調理しました

白線素材で町を彩る
アート・ロード・ミーティング　つなぎの根っこ

　12 月 10 日（土）、画家の淺井裕介さんと一緒に
道路用の白線素材を使った作品で町を彩るアートプ
ロジェクト「アート・ロード・ミーティング　つな
ぎの根っこ」が開催されました。今年度最後となる
今回のワークショップでは津奈木駅前から浜崎公民
館前までの歩道に作品の焼付けを行いました。県内
外からの参加者や町内の人が飛び入りで参加し、楽
しんで制作に取り組んでいました。

白線素材を焼き付ける参加者

アートについて語る
「つなぎの根っこ」３周年記念座談会

アートについて意見を交わすゲストの皆さん

　12 月 11 日（日）、アートプロジェクト「つなぎ
の根っこ」３周年記念座談会がつなぎ文化センター
で開催されました。アートの専門家や他所から移住
し地域に根ざした創作活動を続けている４人をゲス
トに迎えました。食や自然など周辺環境との連携を
模索するアートのニーズや可能性、継続することの
大切さなどについて意見を交わし、町内外約 30 人
の参加者たちは真剣に聞き入っていました。

スポーツで活躍した人と団体へ表彰
平成 28年度津奈木町スポーツ功労者優秀選手・団体表彰表彰式

　11 月 25 日（金）、平成 28 年にスポーツで活躍し
た町民をたたえるため津奈木町Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館で津奈木町スポーツ功労者優秀選手・団体の
表彰式が行われました。受賞者は次のとおりです。
【優秀選手】※敬称略
▽全国高等学校総合体育大会カヌー競技出場・第 71
回国民体育大会カヌー競技出場＝林田薫（桜戸）▽
全国高等学校総合体育大会新体操競技出場＝坂本聡
史（上下門）、永原正文（古中尾）、中山智喜（平国下）、　
山口正尊（平国下）、▽全国高等学校総合体育大会陸
上競技出場＝國本尚希（丸岡）、福田英（丸岡）▽
第 47 回日本少年野球選手権大会出場＝武内翔輝（桜
戸）、新立蒼来（大泊）、福田真央（福浦）▽第 51 回
日本高等専門学校陸上競技対抗選手権大会出場＝本
山明香里（竹中）
【団体表彰】
▽第 36 回九州ブロックスポーツ少年団バレーボール
交流大会出場＝津奈木ジュニアバレーボールクラブ

受賞された皆さんおめでとうございます
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まちのわだい　Topics of Town

無肥料・無農薬の大根収穫！
津奈木中学校無肥料・無農薬大根収穫体験

　12 月 14 日（水）、中尾地区の畑で津奈木中学校１
年生が大根の収穫体験を行いました。これはつなぎ
型「安全・安心な食と農」確立事業の一環として、
ＪＡあしきた津奈木青壮年部と協力して行われてい
ます。当日は無肥料・無農薬の自然栽培で育てられ
た大根を収穫し、棚かけ作業まで行いました。この
大根は、給食や町の料理教室で使われるほか寒漬大
根として加工されます。

肌寒いなか、収穫を楽しんでいました

平成 28年秋の叙勲

　元町議会議員の本山勝三さん（竹中）が旭日双光
章を受章されました。本山さんは本町で８期 29 年
10 か月にわたり町議会議員として在職。議長、副
議長、土木産業常任委員会委員長、総務振興常任委
員会委員長を歴任し、町の発展に尽力されました。
本山さんは「今回の受章は長年支えていただいた皆
さまのおかげです。今後ともよろしくお願いします」
と感謝の気持ちを述べていました。

受章された本山勝三さん

－受章おめでとうございます－

　元町議会議員の伊藤昭夫さん（日当）が高齢者叙
勲の旭日単光章を受章されました。これは、永年に
わたる自治功労に対し授与されるものです。伊藤さ
んは昭和 54 年に本町議会議員に当選し、その後平
成３年までの３期 12 年在職。昭和 62 年からは副
議長も務められ、任期中は総合運動公園の整備など
町民のスポーツによる地域づくりや学校の教育環境
整備など、町の発展に尽力されました。

受章された伊藤昭夫さん

４月からよろしくね！
津奈木幼稚園・津奈木保育園交流会

　12 月９日（金）、４月で小学１年生になる園児を
対象にした交流会が津奈木幼稚園で行われました。
参加した津奈木幼稚園児４人と津奈木保育園児 12
人は自己紹介をした後、音楽に合わせて一緒にダン
スやいす取りゲームをして交流を深めていました。
昼食は給食が用意され、おしゃべりをしながらおい
しそうに食べていました。園児たちは４月を迎える
のを楽しみにしているようです。

イス取りゲームをする園児たち

地元マガキのカキ小屋盛況
津奈木漁協「カキ小屋」オープン

　津奈木漁協のカキ小屋が 12 月 10 日（土）から
始まり、にぎわいを見せています。物産館グリーン
ゲイトに設置されたテント内では新鮮な地元産マガ
キが炭火焼きされ、香ばしい匂いが立ち込めていま
した。本漁協では１市２町と県でつくる水俣・芦北
地域雇用創造協議会と連携し、マガキの養殖に取り
組んでいます。営業時間など詳しくは 15 ページを
ご覧ください。

カキ小屋でプリプリのカキを味わう家族連れ

力いっぱい餅をぺったん
津奈木幼稚園・津奈木保育園餅つき体験

　12 月７日（水）、津奈木幼稚園・津奈木保育園で
恒例の餅つき体験が行われました。蒸しあがったも
ち米を臼に入れて保護者たちがきねでつくと、園児
は「がんばれー」と応援。園児も交代できねを持ち、
力いっぱい振り下ろしていました。その後は保護者
と一緒につきたてのお餅を丸める作業を行い、みん
なできなこや砂糖じょうゆにつけておいしそうに食
べていました。

力を合わせて餅をぺったん！

大きくなりますように！
津奈木小学校サラダ玉ネギ苗植え体験

　12 月８日（木）、つなぎ型「安全・安心な食と農」
確立事業の一環として、津奈木小学校３、４年生が
サラダ玉ネギの苗を植えました。これは農業の楽し
さや地元農産物の素晴らしさなどを知ってもらおう
と、ＪＡあしきた津奈木青壮年部と協力して行われ
ています。児童たちは青壮年部の指導を受け、丁寧
に植えつけていました。このサラダ玉ネギは収穫し
た後、学校給食などで利用する予定です。

サラダ玉ネギの苗を植えつける児童たち

小津奈木地区に備品を整備
宝くじコミュニティ助成事業

　地域コミュニティの健全な発展などを図ることを
目的とした助成事業により、小津奈木地区に冷蔵庫、
イベント用音響機器や視聴覚機器などの備品が整備
されました。この事業は、宝くじの社会貢献広報事
業として、（一財）自治総合センターが助成決定を
行っています。今回整備された備
品を活用し、今後小津奈木地区の
ますますの活性化が期待されます。

整備された備品を活用し交流を図りました
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寄附状況をお知らせします

民生委員・児童委員および主任児童委員を紹介します

農業委員
【募集人数】
６人（このうち３人以上は認定農業者）

【募集期間】
１月 16 日（月）～３月 15 日（水）

【任期】
平成 29 年７月 20 日～平成 32 年７月 19 日

【報酬】※月額
会　長　23,700 円
委　員　16,500 円

【申込方法】
振興課に備え付けの推薦書類・応募書類に必要事項を
記入して、津奈木町農業委員会へ提出してください。

【職務内容】
○農地の権利移動（３条）
○農地の転用（４・５条）
○農地の賃貸借（18 条）などの許可と審査
○農地の利用状況調査と利用意向調査・遊休農地対策
（30・31・32 条）
○賃借料情報の提供（52 条）
○あっせんなど（13 条）
○ほか農地等の利用の最適化の推進に関すること
○毎月 10 日前後に行われる総会へ出席

問総務課総務班　☎７８-３１１１（内２１４）

問住民課福祉班　　　　　　☎７８-３１１３（内１１６）
    津奈木町社会福祉協議会　☎６１-２９４０

　津奈木町では 15 人の民生委員・児童委員（う
ち主任児童委員２人）が活動しています。
　民生委員は日頃から地域の見守りや支援を行
い、暮らしの中で悩みや問題が生じた人に同じ地
区の住民という立場で相談にのり、関係する行政
機関などへつなぐパイプ役です。悩みごとや困っ
たことがありましたら、お気軽に担当地区の民生
委員へご相談ください。　
　
【任期】
　平成 28 年 12 月 1日～平成 31 年 11 月 30 日

　平成28年１月１日から12月20日までに津奈木町へ寄附をしていただいた団体・個人の皆さまをご紹介します。
公表について差し支えないことをご承諾いただいた団体・個人のみを公表します。

　寄附していただいた皆さま　ありがとうございました。

ふるさと寄附（ふるさと納税） 一般寄附

氏名（敬称略） 住所 寄附金額

匿　名 熊本市 　30,000 円

匿　名 東京都 　 10,000 円

匿　名 東京都 　 1,000,000 円

匿　名 東京都 　 10,000 円

匿　名 京都府 －

橋口　高明 鹿児島県 70,000 円

山﨑　孝助 神奈川県 　 1,000,000 円　 

計（匿名含む） ８人 2,340,000 円

氏名／団体名（敬称略） 住所 寄附品・寄附金額

永田　光男 水俣市 車イス１台

 （一財）津奈木町地域
  振興公社

津奈木町 500,000 円

勝田　真由美 水俣市 50,000 円

財部　憲次 福岡県
500,000 円

（スポーツ振興へ）

農地利用最適化推進委員
【募集人数】
５人

【募集期間】
１月 16 日（月）～３月 15 日（水）

【任期】
平成 29 年７月 20 日～平成 32 年７月 19 日

【報酬】※月額
16,500 円
農業委員と同額。

【申込方法】
振興課に備え付けの推薦書類・応募書類に必要事項を
記入して、津奈木町農業委員会へ提出してください。

【職務内容】
○農地等の利用の最適化の推進に関すること
○農地などとして利用すべき土地の農業上の利用の
確保
○農業経営の規模拡大
○耕作に利用できる農地などの集団化
○農業への新規参入促進
○農地中間管理機構との連携
※このほか農業委員と連携しながら活動します。

問津奈木町農業委員会事務局　☎７８-３１１２（内２２６）

　農業委員会等に関する法律が改正されたことに伴い、下記のとおり農業委員と農地利用最適化推進委員を募集
します。

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します

○民生委員・児童委員　※★は主任児童委員

※公表を希望されない項目は「－」と表示しています。

氏名（敬称略） 担当地区
髙橋　久美子 竹中・染竹
前 坂　 祐 美 桜戸
浦 口　 勝 也 浜崎・町中
濱 本　 房 子 新川・古川
新立　サダ子 大泊
川 野　 朱 美 中尾
堀　 し の ぶ 古中尾・倉谷
西 平　 誠 也 内野・上下門・川内
福 山　 和 枝 福浦・合串
長 濱　 豊 子 平国上・平国下・辻
上 村　 博 信 日当
上 村　 正 雄 日添
山 田　 安 代 小津奈木・丸岡

★戝部　美智子 本町地区
★ 西 平　 絹 代 福浜地区
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光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
伴
い
、
町

で
は
光
回
線
の
工
事
が
お
済
み
に
な
っ
た

人
に
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
支
援
内
容
】

①
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）

　

の
無
償
配
布

▽
業
者
へ
設
置
を
希
望
す
る
場
合

　

光
回
線
の
工
事
が
済
ん
だ
人
は
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
８
０
０-

２
０
０
６
６
４
０
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
の
受
け
付
け
は
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▽
個
人
で
設
置
を
希
望
す
る
場
合

　

光
回
線
加
入
申
込
内
容
な
ど
が
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
と
印
か
ん
を
用
意
し
て
、

総
務
課
企
画
財
政
班
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

②
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
促
進
補
助
金

　

１
万
円
の
交
付

　
「
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）」

の
設
置
が
完
了
し
た
人
は
忘
れ
ず
に
同
補

助
金
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

光
回
線
工
事
が
済
ん
だ
人
を
対
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
７
）　

補
　助

津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１( 代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００

新
春
親
子
た
こ
あ
げ
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
５
４
０
０

催
　し

　

新
春
恒
例
行
事
の
た
こ
あ
げ
大
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
自
作
の
た
こ
を
賞
の
対

象
と
し
ま
す
。

日
時　

１
月
15
日
（日）　

午
前
10
時

　
　
　

午
前
９
時
30
分　

受
付
開
始

　

平
成
29
年
度
の
つ
な
ぎ
児
童
ク
ラ
ブ
入

会
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

実
施
内
容

　

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

対
象
児
童

　

小
学
校
就
学
児
童
（
新
１
年
生
も
含
む
。）

の
う
ち
、
仕
事
な
ど
の
理
由
で
放
課
後
や

土
曜
日
、
長
期
休
暇
期
間
に
児
童
の
養
育

が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童
。

実
施
時
間

▽
月
〜
金
曜
日

　

下
校
時
〜
午
後
６
時

▽
土
曜
日
、
長
期
休
暇
期
間
、
休
校
日
な
ど

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

募
集
期
間　

１
月
10
日
（火）
〜
27
日
（金）

申
込
場
所

　

住
民
課
福
祉
班
ま
た
は
つ
な
ぎ
児
童
ク

ラ
ブ
風
ん
子
（
津
奈
木
町
教
育
委
員
会
横
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

つ
な
ぎ
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童
募
集

　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
）

　
　
　
　
　
　
　

児
童
ク
ラ
ブ
風
ん
子　

☎
７
８
‐
５
５
０
１

募
　集

無
料
法
律
相
談
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
４
）

相
　談

　

遺
産
相
続
や
遺
言
、
多
重
債
務
、
消
費

契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律

相
談
に
対
し
て
、
司
法
書
士
が
無
料
で
お

答
え
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

場
所　

津
奈
木
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

各
賞

　

高
飛
び
賞
、
大
型
賞
、
小
型
賞
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
賞
、
ア
イ
デ
ア
賞
、
曲
芸
賞
、
地

引
賞
、
努
力
賞
、
審
査
員
賞
、
参
加
賞

そ
の
他　

雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

学
資
支
払
い
が
困
難
な
学
生
を
対
象
に

　
　
　
　
　
　
　

奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
５
４
０
０

援
　助

　

家
庭
の
事
情
に
よ
り
学
資
の
支
払
い
が

困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る
学
生
を
対
象
に
奨

学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
平
成
29
年
度
分

の
申
込
期
限
が
３
月
６
日
（月）
ま
で
と
、
前

年
度
よ
り
も
約
２
か
月
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。
申
込
み
遅
れ
が
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
申
込
時
に
就
学
先
が
未
定
の

場
合
は
、
就
学
予
定
の
学
校
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

資
格　

高
等
学
校
、
大
学
ま
た
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
学
校
に
在
学
予
定
で
、
次
の
全

項
目
に
当
て
は
ま
る
人

▽
学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で

あ
る
こ
と

▽
保
護
者
が
本
町
に
在
住
し
、
学
資
の
支

払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▽
本
町
の
奨
学
金
以
外
の
奨
学
金
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
奨
学
生
採
用
の
可
否
は
、
奨
学
生
選
考

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

貸
付
金
額

①
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

に
通
う
人

　

月
額
１
万
５
千
円
以
内

②
大
学
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
に
通

う
人

　

月
額
３
万
円
以
内

③
②
の
う
ち
入
学
し
た
年
の
み
入
学
準
備

　

金
と
し
て

　

50
万
円
以
内

募
集
人
数　

30
人
程
度

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
１
日
（水）
〜
３
月
６
日
（月）

食
べ
物
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
る
！

　
　
　
　

食
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

振
興
課
自
立
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
５
）　

講
　演

　

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
作
物
や
知

恵
を
学
び
、
食
と
い
ろ
ん
な
角
度
で
向
き

合
う
と
、
地
域
に
は
「
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
食
育
」
が
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。
何

気
な
く
も
、
心
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る

食
の
風
景
を
大
事
に
扱
う
事
で
、「
大
人
か

ら
子
ど
も
へ
」
そ
し
て
さ
ら
に
子
孫
へ
と
、

長
い
年
月
を
か
け
て
「
食
を
大
切
に
す
る

心
」
が
受
け
継
が
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
食
育
に
つ
い
て
何
を
や
れ

ば
い
い
の
か
、
そ
の
よ
う
な
お
悩
み
に
体

験
を
ふ
ま
え
た
講
話
で
お
答
え
し
て
い
き

ま
す
。　
　

日
時　

２
月
10
日
（金）　

午
後
７
時

場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島
食
育
研
究
会

　
　
　

理
事
長　

千
葉　

し
の
ぶ
氏

参
加
費　

無
料

募
集
人
数　

60
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

振
興
課
自
立
振
興
班
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
て
提
出
す
る
か
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７
８-

３
１
１
６
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

２
月
３
日
（金）

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
29
日
（日）　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

【
主
な
経
歴
】

　

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
家
政
学
科
（
食
物

栄
養
学
専
攻
）
を
卒
業
後
、
平
成
16
年
霧
島

食
育
研
究
会
を
設
立
。
さ
ら
に
平
成
23
年　

愛
媛
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
了
し
、
修

士
（
農
学
）
と
な
る
。
平
成
27
年
か
ら
は
鹿

児
島
女
子
短
期
大
学
講
師
を
務
め
て
い
る
。

【
主
な
役
職
】

　

管
理
栄
養
士
、
田
舎
料
理
の
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
棚
田
食
育
士

千
葉
し
の
ぶ
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津奈木漁協「カキ小屋」オープン！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
住
民
課
住
民
班　
　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

１月 12 日・26 日 13 日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場

相談時間：午前 10 時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※ご予約の際には、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものを準備して、お電話ください。

年金
情報

問い合わせ先：つなぎ温泉四季彩　℡ 78-4126
営業：午前 10 時～午後 9時　休業日：第 1水曜日、12/31 ～ 1/1

問い合わせ先：物産館グリーンゲイト　℡ 78-2000
営業：午前 9時～午後 6時　休業日：第 1水曜日、12/31 ～ 1/1

つなぎ温泉 四季彩 物産館 グリーンゲイト

　期間中は、お食事券が当たるスタンプ
ラリーやアンケートに答えた人に豪華賞
品が当たる抽選会が行われます。四季彩
では石エビのかき揚げ丼を提供します。
●期間　１月 28 日（土）～３月５日（日）

みなまたあしきた海老いろ色フェア開催

　「カキ小屋」ではマガキのほか、足赤エビ
やイカ一夜干し・太刀魚の干物などを販売し
ます。缶ビール・地酒・焼酎・酎ハイ・ノン
アルコールビールなどの飲み物は店舗で販売
しています。
●日　時　毎週日曜日 午前 10 時～午後４時

●場　所　物産館グリーンゲイト　 
●終了日
※カキがなくなり次第、カキ
　小屋を終了します。　 

２日 （月） は午前８時から営業します

　初風呂をいち早く楽しんでもらおうと、２日（月）
は営業時間を２時間早めて 午前８時から営業しま
す。３日（火）からは通常営業となります。

第２土曜日 午前７時 30 分～午後４時

４月 30 日（日）

　

国
民
年
金
は
20
歳
〜
60
歳
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
制
度
で
す
。
国
が
運
営
す
る

た
め
安
定
し
て
い
て
年
金
の
給

付
は
生
涯
に
わ
た
り
保
障
さ
れ

ま
す
。

◆
国
民
年
金
と
は

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

◆
20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
の
手

続
き
を

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
ま
た

は
当
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資

格
取
得
届
書
」
の
通
知
が
届
き

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

住
民
課
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
が
遅
れ
る
と
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
書
の
送
付
が
遅

れ
、
納
期
限
ま
で
に
手
元
に
届

か
ず
に
「
納
め
忘
れ
」
が
発
生

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し

い
と
き

　

所
得
が
低
く
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は

以
下
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
免
除
制
度

　

要
件
に
よ
り
全
額
免
除
、
４

分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
場
合
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と

き
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

（
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
は
マ

イ
ナ
ス
１
度
か
ら
２
度
）
に
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出

な
く
な
っ
た
り
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
も
し
破
裂
す
る
と
、

漏
水
が
起
こ
り
、
家
庭
の
水
道
代

が
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
前
に
、
早
め
の
寒
さ
対

策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
に
露
出
し
て
い
る
給
水
管

は
外
気
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

凍
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

風
当
た
り
が
強
か
っ
た
り
、
建
物

の
日
陰
に
設
置
し
て
あ
る
水
道
管

は
さ
ら
に
気
温
が
下
が
り
、
大
変

凍
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
保

温
が
一
番
で
す
。
凍
結
す
る
前

に
、
水
道
管
に
保
温
効
果
が
あ
る

保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
な
ど
を
蛇
口

の
口
ま
で
巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
防
寒
し

て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
タ
ー
を
保
護

寒
さ
は
水
道
管
の
大
敵

早
め
の
寒
さ
対
策
を

凍
り
や
す
い
水
道
管
に

防
寒
着

す
る
た
め
に
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
使
い
古
し
の
毛
布
や

布
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入

れ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ほ
か
に
も
、
寝
る
前
に
少
量
の

水
を
流
す
と
凍
結
し
に
く
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
を
し
て
凍

結
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
自
然
に
融
け
る
の
を
待
つ

か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
。
早
く
融
か
し
た
い
か
ら
と

い
っ
て
、
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け

る
と
、管
や
蛇
口
が
破
裂
し
た
り
、

給
水
栓
を
傷
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
凍
結
で
蛇
口
を
開
け
て

も
水
が
出
な
い
場
合
は
、
蛇
口
を

開
け
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
水
が
出
な
く
て
も
蛇
口

は
必
ず
閉
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー

（
メ
ー
タ
ー
ガ
ラ
ス
）
が
破
裂
し

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
で
き
る
範

囲
で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
を
閉
め
て
水
を
止
め
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
と
き
、
破
損
し
た
箇

所
を
布
や
テ
ー
プ
な
ど
で
ふ
さ
い

で
、
な
る
べ
く
水
が
漏
れ
な
い
よ

う
に
し
て
か
ら
修
繕
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

冬は水道管の凍結に
ご注意ください！
問振興課管理班　☎７８-３１１２（内２２８）

水道管修理依頼先について

もし破裂したら、水道管のバルブをしっ
かり閉めましょう

凍
っ
た
水
道
管
に
は

熱
湯
厳
禁

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

応
急
処
置
を

蛇口に布など
を巻くことで
保温効果が見
込めます

　水道メーターから蛇口までの漏水は水道工事業者へお問い合わせく
ださい。
　水道メーター（メーターガラス）の破裂に関しては、振興課管理班が
無料で交換します。水道メーター付近で漏水している場合も無料で修理
できる場合がありますのでご連絡ください。
　道路上（公道）の問題を発見したときも、振興課管理班へご連絡ください。
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Life

Information

く
ら
し
の

情
報
掲
示
板

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中

で
、
高
齢
者
の
就
業
促
進
と
雇
用

の
継
続
を
図
る
た
め
に
、
65
歳
以

上
の
人
の
雇
用
保
険
適
用
拡
大
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

65
歳
以
上
の
人
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
の
新
規
取
得
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、１
月
１
日
以
降
、

雇
用
保
険
の
適
用
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
１
月
１
日
以
降
、
新
た
に
65
歳

以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
た
場
合

②
平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
65
歳

以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
、
１
月

１
日
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
し
て

い
る
場
合

　

１
週
間
の
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
で
あ
る
こ
と
や
、
31
日
以
上

の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
な
ど
の
適

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
に

つ
い
て

用
条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
雇
用
保

険
の
適
用
対
象
と
な
り
、
事
業
主

は
被
保
険
者
資
格
取
得
届
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
②

の
場
合
は
原
則
３
月
31
日
（金）
ま
で

に
取
得
届
の
提
出
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
水
俣
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
６
２-

８
６
０
９

危
険
物
取
扱
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
28
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１

〜
６
類
、
丙
種

願
書
受
付
期
間　

▽
書
面
申
請
の
場
合

　

１
月
６
日
（金）
〜
13
日
（金）

▽
電
子
申
請
の
場
合

　

１
月
３
日
（火）
〜
10
日
（火）

書
面
で
の
申
請
方
法

　

次
の
場
所
に
備
え
付
け
の
受
験

願
書
・
試
験
案
内
に
よ
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
県
下

消
防
本
部
、
水
俣
芦
北
広
域
消
防

本
部
、
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・

税
務
局
消
防
保
安
課

試
験
場
所　

熊
本
市

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６-

３
６
４-

５
０
０
５

第
10
回
も
や
い
音
楽
祭

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
水
俣
病

等
の
被
害
を
受
け
た
人
が
こ
れ

ま
で
の
体
験
や
思
い
を
綴
っ
た

詩
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
歌

う
「
第
10
回
も
や
い
音
楽
祭
」

く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援

条
例
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

熊
本
県
で
は
、
く
ま
も
と
家
庭

教
育
支
援
条
例
に
基
づ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
喜
び

を
実
感
で
き
る
熊
本
の
実
現
を
目

指
し
て
、
家
庭
教
育
支
援
の
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
条
例
で
県
の
責
務
、

市
町
村
と
の
連
携
、
保
護
者
、
学

校
な
ど
、
地
域
、
事
業
者
の
役
割

な
ど
が
定
め
ら
れ
、
家
庭
教
育
支

援
に
多
く
の
関
係
者
が
よ
り
一
層

連
携
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
社

会
教
育
課　
　

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
６
９
８

ひ
き
こ
も
り
相
談
会

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
お
悩
み

の
18
歳
以
上
の
ご
本
人
、
ご
家
族

へ
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
面
接
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

海
か
ら
の
恵
み
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト

　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
「 

海
」

を
題
材
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
中
で
す
。
水
俣
・
芦

北
の
魅
力
が
伝
わ
り
、
見
た
人
が

行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る
よ
う
な

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、『
一
般
部
門
』
に
加
え
、『
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
部
門
』
を
実
施
し

ま
す
。
ス
マ
ホ
な
ど
で
撮
っ
た
写

真
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
す

る
も
の
で
、
誰
で
も
簡
単
に
応
募

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
ご
注
意

　

青
森
県
・
新
潟
県
の
家
き
ん
飼

育
養
育
農
場
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
野
鳥

か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
飼
わ

れ
て
い
る
鳥
類
を
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
か
ら
守
る
た
め
、
以
下
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
野
外
で
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
鳥
小
屋
に
野
鳥
が
入
ら
な
い
よ

う
に
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
（
２
㌢

角
以
下
）
を
張
り
ま
し
ょ
う
。

○
野
鳥
の
ふ
ん
を
持
ち
込
ま
な
い

よ
う
に
、
鳥
小
屋
専
用
の
履
物
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
餌
や
水
は
小
屋
の
中
に
置
き
、

小
屋
の
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
林
水
産
省
や
環
境
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
考
に
正
し
い

知
識
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

▽
農
林
水
産
省
（http://w

w
w
.

m
aff.go.jp/j/syouan/douei/
tori/

）

▽
環
境
省
（http://w

w
w
.env.

go.jp/nature/dobutsu/bird_
flu/

）
○
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
連
続

し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
常
が
あ

れ
ば
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
家
き
ん
の
連
絡
先
】

　

熊
本
県
城
南
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
６
６-

２
２-

３
８
１
４

※
家
き
ん
は
ニ
ワ
ト
リ
、あ
ひ
る
、

ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ

ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥
を
指
し
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
生
募
集

訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
益
城
町
田
原
）

応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
、
高
校
卒

業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
と

同
等
以
上
の
能
力
を
持
つ
人
で
、

特
別
な
介
助
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
年
間

定
員　

10
人

募
集
締
切
日　

１
月
20
日
（金）

受
講
料　

無
料

※
教
材
費
な
ど
に
約
５
万
３
千

円
が
か
か
り
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校　
　

　

☎
０
９
６-

３
７
８-

０
１
２
１

【
愛
玩
鳥
（
家
き
ん
以
外
）
の
連

絡
先
】

　

水
俣
保
健
所　

衛
生
環
境
課　
　

　

☎
６
３-

４
１
０
４

【
野
鳥
の
連
絡
先
】

　

芦
北
地
域
振
興
局　

林
務
課

　

☎
８
２-

２
５
２
４

問
熊
本
県
城
南
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
６
６-

２
２-

３
８
１
４　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切
日　

２
月
10
日
（金）

応
募
先　

〒
８
６
０-

８
６
１
１　

熊
本
市
中
央
区
山
崎
町
３
０

Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送 

テ
レ
ビ
営
業

部
内　
「
海
か
ら
の
恵
み
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://rkk.jp/
um
iphotocon/

主
催　

芦
北
地
域
振
興
局

問
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送 

テ
レ
ビ
営

業
部
内　
「
海
か
ら
の
恵
み
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

　

☎
０
９
６-

３
２
８-

５
６
２
３

　

FAX
０
９
６-

３
２
５-

０
５
８
２

だ
さ
い
。

日
時　

１
月
11
日
（水）

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
３
時
〜

※
①
〜
③
の
ど
れ
か
の
時
間
帯
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

水
俣
保
健
所

申
込
方
法　

ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー
（
月
・
火
・
木
曜
の

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
３
時
）
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー　
　

　

☎
０
９
６-

３
８
６-

１
１
７
７

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
宇
土
高
等
学
校
和
太
鼓

部
「
鼓
」
の
素
晴
ら
し
い
演
舞

が
あ
り
ま
す
。
く
ま
モ
ン
も
来

場
し
ま
す
。

日
時　

１
月
29
日
（日）　

　
　
　

午
後
１
時
〜

▽
開
場　

正
午
〜　
　

場
所　

水
俣
市
文
化
会
館

入
場
料　

無
料　

問
も
や
い
音
楽
祭
実
行
委
員
会

事
務
局　
　

　

☎
６
２-

３
１
２
０

映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」

上
映
会
イ
ン
水
俣

　

映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
は

普
通
の
公
立
の
小
学
校
で
児
童

と
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
や
地
域
の
人
も
一
緒
に
な
っ

て
、
誰
も
が
通
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
学
校
を
作
り
上
げ
た

記
録
で
す
。
映
画
は
、
日
々
生

ま
れ
変
わ
る
よ
う
に
育
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
の
奇
跡
の
瞬
間
、

と
も
に
歩
む
教
職
員
や
保
護
者

た
ち
の
苦
悩
、
戸
惑
い
、
喜
び
。

そ
の
す
べ
て
を
あ
り
の
ま
ま
に

映
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
は
２
０
１
５
年
２

月
の
公
開
か
ら
現
在
も
全
国
で

上
映
さ
れ
続
け
、
熊
本
県
内
で

も
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
水
俣
地
域
で
は
開
催
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
福

祉
の
理
念
で
あ
る
「
共
に
生
き

る
」
地
域
社
会
の
実
現
と
共
通

す
る
も
の
が
あ
る
こ
の
映
画
の

上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
（日）

▽
第
一
部

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

▽
第
二
部

　

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所　

水
俣
八
幡
宮　

参
集
殿

対
象
者　

組
合
員
、
非
組
合
員

募
集
人
数　

２
０
０
人

参
加
費　

無
料

問
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も

と
県
南
広
域
本
部　
　

　

☎
０
９
６
５-

３
４-

４
２
１
１
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図書     だより     

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30 分～午後５時
　　　　（土日祝日は午前 10 時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８-３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

　居候先の家からたたき出されそ
うになったびんぼう神、そのピン
チをすくい、ひそかにかくまった
おはなちゃん。こっそり長屋にか
くれすんでいたびんぼう神をたず
ねて、ある日、ばけものたちがぞ
ろぞろやってきたから、さぁたい
へん。

びんぼう神とばけもの芝居
作：岩崎京子　絵：長谷川義史

児童書

　主人公キクがこの世にギブアッ
プしておさらばする決行直前、見
知らぬ若い男が訪ねてきた。『世
界の中心で、愛をさけぶ』の著者
が放つ、愛の実践的普及小説。人
類の希望を発見。

新しい鳥たち
著：片山恭一

一般書

ほかにもこんな本が入りました
児童書　

一般書　

▼わたしのそばできいていて／リサ・パップ　▼ぼくはちっともねむくない／クリス・ホートン　▼は
じめての手話／こどもくらぶ　▼校庭の木、野山の木／農文協　ほか
▼殺人出産／村田沙耶香　▼希望荘／宮部みゆき　▼ヒポクラスの憂鬱／中山七里　▼恋のゴンドラ／
東野圭吾　▼キミじゃなきゃダメなんだ／相沢ちせ　ほか

か も んな本が

南
天
の
朱
実
か
が
や
く
新
春
の　
　

　
　

庭
に
ひ
よ
ど
り
姿
も
み
せ
ず

寺
本
ツ
ル
ヲ

す
が
れ
た
る
庭
に
芽
ぶ
き
し
水
仙
の　
　
　
　

　

つ
ぼ
み
幼
な
く
春
の
ま
た
る
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

野
田　

浦
子

ひ
っ
そ
り
と
猫
歩
み
ゆ
く
朝
の
径

山
茶
花
あ
か
く
散
り
積
も
り
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

滋
子

赤
米
は
醸
さ
れ
澄
み
て
紅
の
酒

　
　
　

こ
の
新
春
の
祝
杯
満
た
す

加
来　

道
子

成
人
式　

　

一
生
一
度
の
晴
れ
舞
台
健
康

大
掃
除

　

一
緒
に
部
屋
も
模
様
替
え　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
坊
主

成
人
式

　

記
念
写
真
も
よ
か
笑
顔

大
掃
除

　

要
ら
ん
も
の
か
ら
片
づ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

色
葉
二
屁

成
人
式

　

よ
い
人
生
で
あ
る
よ
う
に

大
掃
除

　

へ
そ
く
り
な
っ
と
出
て
お
い
で

悦　

子

成
人
式

　

急
に
大
人
に
見
え
て
き
た

大
掃
除

　

正
月
な
っ
と
片
付
き
ゅ
う則　

子

◆
次
回
の
笠

　

▽
桜
咲
く　

▽
春
一
番

◆
締
切
・
提
出
先

　

２
月
10
日
（金）

　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会
ま
で

短　
　

歌

肥
後
狂
句

和

の

ひ

ろ

ば

社会福祉協議会へ―
【香典返し】
《例》地区名　喪主・届出人（故人）　
▼平国下　濱田いつ子（良次）　▼ 桜戸　永里吉継（トミコ）     
▼福浦　福山澄夫（フクシヲ）　▼浜崎　岡下ヒデ子（辰夫）
▼日当　林田重輝（タマノ）
　上記の方々から金一封をご寄附いただきました。ご意思に
添い、有効に活用させていただきます。

つなぎ行事カレンダーつなぎ行事カレンダー １月20172017
JanuaryJanuary

町の人口と世帯数 平成 28 年 11 月末日現在
※カッコ内増減は前月比 ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

 　　　　　　　津奈木町役場庁舎　　農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四季
彩」　　小学校　　中学校　　津奈木幼稚園　　つなぎ保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G体育館　　 つ
なぎ文化センター　　 平国コミュニティセンター　◆その他　　　　　　　　　　　　　※カッコ内の「P○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四

小 幼 保 水 グ 体 文
　【開催場所】

中
平

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat
１ 元日 ２ 振替休日 ３ ４ ５ ６ ７

　  津奈木町成人
式　10:00 ～

仕事始め　 
　  キラキラ☆クラ
ブ　10:00 ～ 12:00
　  母子健康手帳交
付　8:30 ～ 13:30
　 　

　 １歳６か月児健
診　13:00 ～  

 　

８ ９ 成人の日 10 11 12 13 14
◆熊日三太郎駅伝 　
10:00 ～
 　 カキ小屋
10:00~16:00

　  　   　 　   　 小中学
校始業式
　   　  

　 
　 
　 

　   　  　 カキ小屋
10:00~16:00　   

15 16 17 18 19 20 21
　  新春親子たこあ
げ大会（P12）
 　 カキ小屋
10:00~16:00

 　 キラキラ☆クラ
ブ 10:00 ～ 12:00
　  母子健康手帳交
付　8:30 ～ 13:30

　  環境配慮型農
業実践塾（野菜編）
9:00~

　 ６か月児健診　
13:00 ～

　  は ま・なか・
あいづ文化連携プ
ロジェクト成果展
（P20）

22 23 24 25 26 27 28
　  カキ小屋
10:00~16:00

　 　 ４か月児健診　
13:00 ～　 

 　環境配慮型農
業実践塾（果樹編）
9:00~
　 
　 

　 ３歳６か月児健
診　13:00 ～
　  　   

 　みなまたあし
きた海老いろいろ
フェアキャンペー
ン（P15）

29 30 31 ２/1 ２ ３ ４
 　 カキ小屋
10:00~16:00
 　無料法律相談
会（P12）

　 　  

役
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改
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水

水

水
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中小

人 口 4,780 人（ ＋ １ 人 ）

男 2,227 人（ － １ 人 ）

女 2,553 人（ ＋ ２ 人 ）

世帯数 1,968 戸（ ＋ ２ 戸 ）

◆出生 ０ 人 ◆転入 12 人
◆死亡 ６ 人 ◆転出 ４ 人

文

文
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物

物

物
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つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX0966-61-2223

　アートで伝える考える　福島の今、未来
はま・なか・あいづ文化連携プロジェクト成果展

関連プログラム

　福島で震災と原発事故によって生じた課題に文化芸術の視点から取り組ん
だアートプロジェクトの成果を展示します。

１月21日（土）～２月19日（日）　
■観覧料　無料　　
■場　所　１階展示室　　
■主　催　はま・なか・あいづ文化連携プロジェクト実行委員会
■共　催　つなぎ美術館 《sacrifi ce》片桐功敦

　境野一之ヨーロッパの風景画展（収蔵品）
　海老原喜之助の跡を継ぎ第二次海老原美術研究所の所長を務めるなど熊本美術界の躍進に大きく貢
献した画家のひとりである境野一之が、油絵発祥の地での新しい画題の発見を期待し、半年間に及ぶ
欧州旅行での体験をもとに描いたという油彩画などの作品 11 点を展示します。

12月17日（土）～２月５日（日）　　　
■主　催　津奈木町
■観覧料　無料　　
■場　所　３階展示室　　
■主　催　つなぎ美術館

《セーヌ イボリー》1964 年 境野一之

トークイベント「水俣に学ぶ・福島を伝える」
■日　時　１月 21 日（土）午後１時 30 分～午後４時
■出　演　吉本哲郎（地元学ネットワーク主宰）
　　　　　鎌田清衛（大熊町文化財保護審議委員・おおくまふるさと塾顧問）
■場　所　つなぎ美術館展示室
■参加費　無料

トークイベント「つなぐ未来－熊本・福島－」
■日　時　２月 12 日（日）午後１時 30 分～午後４時 30 分　
【第１部】つなぎでつなぐ熊本・福島　午後 1時 30 分～午後３時
出演：玉井夕海　（歌手・女優／はま ･なか ･あいづ文化連携プロジェクト参加作家）
　　　楠本智郎　（つなぎ美術館学芸員）
【第２部】もやいとまでい　水俣・福島からの未来　午後３時～午後４時 30 分
出演：田口ランディ（小説家・エッセイスト）
　　　赤坂憲雄　　  （福島県立博物館長／はま ･なか ･あいづ文化連携プロジェクト実行委員会委員長）
■場　所　つなぎ美術館展示室
■参加費　無料


